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みんなの力で支えあうまちみんなの力で支えあうまちみんなの力で支えあうまち
～　　　 　　　　　　　の参加・連携によるまちづくり～

地域で活動する様々な団体（※）の参加
のもと、住民同士の助けあい、支えあい
による地域運営を、将来に渡って可能と
する自主的な組織です。概ね小・中学校
区毎に、設立を促進します。
※地区町内自治会連絡協議会、社会福祉
協議会地区部会、地区民生委員・児童委
員協議会、青少年育成委員会、スポーツ
振興会など地域の様々な団体
【市民自治推進課】043-245-5663

買い物弱者や高齢者の孤立と孤
独死の発生といった地域課題の
解決を図るため、定期的な市（い
ち）の開催による買い物の場の
提供や高齢者の見守り安否確認
などの事業を地域の多様な主体
が連携して実施しています。
（前身のモデル事業からの取組み）

　　参加者等の声 

●相互理解と団体間の連
携が進んだ。

●地域課題について協議
する重要な場である。

　　　参加者等の声

（振り込め詐欺・悪質商法ゼロ作戦）
●介護事業所の注意喚起などは、周知効果
があがる。

（こども防犯ステーション）
●子どもは地域全体で守っていかなければ
ならない。

【花見川区地域振興課】043-275-6224

市民や団体の皆様が主体となって、公園の計画から完成後の管理まで取り組む、
手づくり公園の設置を進めています。平成26年度、市では初の「手づくり公園
まさご（面積：4,000㎡）」が完成しました。この活動に対して、地方新聞45紙
と共同通信社が設立した「第5回地域再生大賞」の優秀賞が授与されました。

　　　参加者等の声

●花壇や園路、ビオトープ池等を整備した
ことで、施設づくりのおもしろさを再発
見した。

●公園の計画づくりに参加したことで、草
刈や花壇の手入れなどにも、愛着と責任
が持てている。

【公園建設課】　043-245-5784

地震など大規模災害時に避難所を
円滑に開設・運営できるように、
町内自治会・自主防災組織など地
域の皆様と避難所運営委員会の設
立を進めています。
【防災対策課】　043-245-5113

市民や地域団体の皆様、企業・大学との連携・協力のもと進めている、まちづくりを
紹介します。ぜひこの機会に、千葉市のまちづくりに参加してみませんか。

振り込め詐欺・悪質商法ゼロ作戦イベントの様子

作業状況

幸町１丁目団地の朝市

地域における防犯対策を強化するため、地域団体をはじめ、関連施設や県警と連携
し「振り込め詐欺・悪質商法ゼロ作戦」や「こども防犯ステーション」を実施して
います。関連施設にステッカーを掲示するとともに、講習会やパトロール等を実施し、
連携して取り組むことで、地域の防犯意識を高め、犯罪が起こりにくいまちづくり
を目指します。

避難所運営委員会の訓練の様子

市民・団体 企業 大学

特集特集

避難所運営委員会

手づくり公園の設置促進事業

花見川区　地域防犯対策

　　　参加者等の声（地域の方）

●子ども達から熱心な質問があり、
やりがいを感じる。

●子ども達から、元気な挨拶や感謝
の声をかけられ、とても嬉しい。

　　　参加者等の声（保護者の声）

●地域の皆さんが、子ども達のため
に力を貸してくれ、とても心強い。

【学事課】043-245-5928 園芸委員会の活動に地域の方からアドバイス

地域ぐるみで子どもを育てる体制を整備し、学校教育の充実や地域の教育力の向上、
コミュニティの活性化を図ることを目的に、学校支援地域本部を設置しています。子ど
もたちと地域の方とのつながりを通して、地域への関心や愛着が高まってきています。

学校支援地域本部事業

幸町１丁目地区事例

地域運営委員会

区では、地域団体や市民活動団体など（※）による地域の課題解決や
活性化のための取り組みに対して支援しています。
〈助成メニュー〉
●地域づくり活動支援（地域づくり活動全般に対する支援）
●区テーマ解決支援（地域課題に対応する活動に対する支援）
●地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）
※町内自治会、ボランティア団体、市民活動団体、ＮＰＯ法人、商店街、
大学の学生サークル等

通学路でゴミの不法投棄が繰
り返され、大変不衛生で治安
の悪い場所がありましたが、
「つばさ子ども会」を中心に地
域の各種団体が連携して花壇
を作り、継続的に手入れをし
たところ、不法投棄は見られ
なくなりました。活動のＰＲ看
板を設置し、きれいなまちづく
りを進めています。

　　参加者等の声 

●市や区とのつながりができた。
●他団体と知り合う機会ができた。

【各区役所地域振興課】花壇づくりの様子

つばさ子ども会（緑区）事例

地域活性化支援事業

「自主防災組織」って何？
地域に住む皆様がお互いに協力しあい、地震・火災等の
災害から地域を守ることを目的とした組織です。市では、
防災用品購入時の助成や研修会等を開催しています。

　　参加者等の声 

●自分たちのまちは自分
たちの力で守る。

地域で支えあう

「公園のベンチが壊れている」、「歩道の雑草が茂り歩きにくい」などのま
ちの不具合を市民の皆様がスマートフォンなどからレポートし、インター
ネット上で皆様と市が情報共有、更に、公開されたまちの不具合を市民
の皆様と市が力を合わせ、解決に取り組むしくみです。

　　 参加者等の声 

●まちを見る意識が強くなった。
●行政と市民の距離が縮んだよ
うに感じる。

●担当課を気にせず連絡がで
きる。

【広報広聴課】043-245-5294

千葉大学は「クリエイティブ・コミュニティ創成
拠点・千葉大学」を展開し、地域課題に対し教育・
研究・地域貢献の分野で総合的に取り組み、地域
で貢献活躍する人材の育成を目指しています。平
成２６年１０月には、郊外では全国初となる、廃校
小学校を活用した「千葉大学サテライトキャンパ
ス美浜」を開設し、市民とともに学ぶ「カレッジリ
ンク・プログラム」などの講座等を開催しています。
【政策企画課】　043-245-5057

稲毛区には、大学や高校、学術
研究機関が多く立地しており、
区内在学の大学生など若者の力
を地域交流や地域課題の解決に
活かすよう、若者の地域参加を
促す事業を実施します。

〈取組み例〉
模擬投票イベント「私が稲毛区
長になったら」を学園祭イベン
トや授業の一環として実施して
います。また、区民対話会を活
用して、学生や大学関係者と地
域団体との交流、意見交換を推
進しています。

　　　参加者等の声

●地域と大学を良い関係にしたい。
●学生たちの研究分野で地域に
貢献ができると良い。

「大学との連携」
本市が抱える課題について共同で
研究を実施するなど、市内大学及
び短期大学と様々な分野で連携を
進めています。

【政策企画課】　043-245-5057　　　　【経済企画課】　043-245-5275

国立大学法人千葉大学…包括連携協定
　　　　　　　　　　　（例：西千葉子ども起業塾の実施）
淑徳大学………相互連携協定（例：障がい者スポーツ大会の支援）
東京情報大学…地域経済活性化に関する連携協定（例：中学生のため
　　　　　　　の起業体験講座、下田都市農業交流センター活性化）

市民の皆様が有する知見や経験を基に自
主運営のグループワークで研究・政策提
言を行うとともに、その実現に自ら参画す
る取組として、モデル事業を実施してい
ます。現在「自転車によるまちづくり」を
テーマに15名の研究員の方々が様々な角
度から研究を進めています。
【政策企画課】043-245-5057

市長とまち歩きイベントの様子

グループワークの様子

模擬選挙イベントの状況 敬愛フェスティバル

西千葉子ども起業塾

例

大学

65歳以上の方が、市の指定を受けた高齢者施設等でボランティア活動を行った場合
に、介護保険料や利用料等に交換できるポイントが得られる制度です。地域貢献や社
会参加活動を通じて高齢者の皆様に、いつまでも元気で暮らしていただくことを目的
としています。（※活動にあたっては、事前に登録が必要です。）
　　参加者等の声 ●健康につながっている。 ●生活に張り合いがでた。
【介護保険課】043-245-5064

救急事故が発生したとき、現場に居合わせ
た人が一次救命処置を速やかに行うことが
できるよう、応急手当に関する正しい知識
や技術の普及を目的に救命講習会を開催し
ています。「応急手当ＷＥＢ講習」や、仕事
帰りの方なども受講できる「イブニング講
習」も行っています。講習会は各消防署等
において開催しています。
　　

参加者等の声
 ●いざというときには実践してみたい。

 ●（企業・団体など）地域貢献の一環としてすべて
　　　　　　　　　　 の社員・関係者を受講させたい。
【救急課】　043-202-1657

市民

カレッジリンク・プログラムの様子

千葉大学サテライトキャンパス美浜（地〈知〉の拠点整備事業）

稲毛区文教のまちづくり

市では、障害者スポーツを推進するため、障害者
スポーツ指導員の養成や多目的コートなどの整備
をはじめ、障害者スポーツ大会の誘致・支援、市内
に在籍する車椅子バスケットボールの強豪チーム
の選手との交流により、競技の魅力を発見するイ
ベント（※）を開催しています。

※本イベントは市内の企業・大学とともに運営し、産学官の連携体制の
構築及び障害者スポーツの振興と活動の拠点化を図ります。
〈参加〉市民・団体等
〈連携〉淑徳大学、イオンモール㈱、㈱メガスポーツ、
　　　㈱オーエックスエンジニアリング、千葉ホークス

【スポーツ振興課】043-245-5966　　【経済企画課】043-245-5278

市内の企業が、新たなビジネスチャンスを獲得す
る機会を得られるよう、自らの事業領域に関連した
社会課題の解決を図ることにより、企業価値の向
上を目指して取組む「戦略的ＣＳＲ」を支援します。
【経済企画課】　043-245-5275

「企業・関連団体との連携」

例

企業等との協定締結により、地域経済の更なる活性化や市民サービ
ス向上を目指します。

①（独）放射線医学総合研究所
連携・協力協定（例：千葉市未来の
科学者育成プログラムへの協力）
②イオン㈱
包括提携協定（例：ちば風太
WAONの発行、千葉市産イチゴを
ミニストップのスイーツに採用）
③㈱千葉銀行
地域経済活性化に関する連携
協定（例：ベンチャー・カップ
CHIBAへの協力、西千葉子ど
も起業塾への協力）

④㈱セブン‐イレブン・ジャパン
包括提携協定（例：高齢者見守
りネットワーク活動に関する覚
書の締結）
⑤ＵＲ都市機構
包括連携協定（例：マンション
建替えの支援に関する協定、幸
町団地内における高齢者福祉・
子育て支援施設の整備）
　

①～④【経済企画課】043-245-5275
⑤【政策調整課】043-245-5058

企業

企業のＣＳＲ活動

障害者スポーツの推進

車椅子バスケットボール

ちばレポ（ちば市民協働レポート）千葉市まちづくり未来研究所（市民シンクタンクモデル事業）

救命講習会

救命講習会（応急手当の普及啓発）

介護支援ボランティア制度

力を発揮
市民・企業・大学の

【稲毛区地域振興課　地域づくり支援室】043-284-6105

詳しくはこちら
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「自主防災組織」って何？
地域に住む皆様がお互いに協力しあい、地震・火災等の
災害から地域を守ることを目的とした組織です。市では、
防災用品購入時の助成や研修会等を開催しています。

　　参加者等の声 

●自分たちのまちは自分
たちの力で守る。

地域で支えあう

「公園のベンチが壊れている」、「歩道の雑草が茂り歩きにくい」などのま
ちの不具合を市民の皆様がスマートフォンなどからレポートし、インター
ネット上で皆様と市が情報共有、更に、公開されたまちの不具合を市民
の皆様と市が力を合わせ、解決に取り組むしくみです。

　　 参加者等の声 

●まちを見る意識が強くなった。
●行政と市民の距離が縮んだよ
うに感じる。

●担当課を気にせず連絡がで
きる。

【広報広聴課】043-245-5294

千葉大学は「クリエイティブ・コミュニティ創成
拠点・千葉大学」を展開し、地域課題に対し教育・
研究・地域貢献の分野で総合的に取り組み、地域
で貢献活躍する人材の育成を目指しています。平
成２６年１０月には、郊外では全国初となる、廃校
小学校を活用した「千葉大学サテライトキャンパ
ス美浜」を開設し、市民とともに学ぶ「カレッジリ
ンク・プログラム」などの講座等を開催しています。
【政策企画課】　043-245-5057

稲毛区には、大学や高校、学術
研究機関が多く立地しており、
区内在学の大学生など若者の力
を地域交流や地域課題の解決に
活かすよう、若者の地域参加を
促す事業を実施します。

〈取組み例〉
模擬投票イベント「私が稲毛区
長になったら」を学園祭イベン
トや授業の一環として実施して
います。また、区民対話会を活
用して、学生や大学関係者と地
域団体との交流、意見交換を推
進しています。

　　　参加者等の声

●地域と大学を良い関係にしたい。
●学生たちの研究分野で地域に
貢献ができると良い。

「大学との連携」
本市が抱える課題について共同で
研究を実施するなど、市内大学及
び短期大学と様々な分野で連携を
進めています。

【政策企画課】　043-245-5057　　　　【経済企画課】　043-245-5275

国立大学法人千葉大学…包括連携協定
　　　　　　　　　　　（例：西千葉子ども起業塾の実施）
淑徳大学………相互連携協定（例：障がい者スポーツ大会の支援）
東京情報大学…地域経済活性化に関する連携協定（例：中学生のため
　　　　　　　の起業体験講座、下田都市農業交流センター活性化）

市民の皆様が有する知見や経験を基に自
主運営のグループワークで研究・政策提
言を行うとともに、その実現に自ら参画す
る取組として、モデル事業を実施してい
ます。現在「自転車によるまちづくり」を
テーマに15名の研究員の方々が様々な角
度から研究を進めています。
【政策企画課】043-245-5057

市長とまち歩きイベントの様子

グループワークの様子

模擬選挙イベントの状況 敬愛フェスティバル

西千葉子ども起業塾

例

大学

65歳以上の方が、市の指定を受けた高齢者施設等でボランティア活動を行った場合
に、介護保険料や利用料等に交換できるポイントが得られる制度です。地域貢献や社
会参加活動を通じて高齢者の皆様に、いつまでも元気で暮らしていただくことを目的
としています。（※活動にあたっては、事前に登録が必要です。）
　　参加者等の声 ●健康につながっている。 ●生活に張り合いがでた。
【介護保険課】043-245-5064

救急事故が発生したとき、現場に居合わせ
た人が一次救命処置を速やかに行うことが
できるよう、応急手当に関する正しい知識
や技術の普及を目的に救命講習会を開催し
ています。「応急手当ＷＥＢ講習」や、仕事
帰りの方なども受講できる「イブニング講
習」も行っています。講習会は各消防署等
において開催しています。
　　

参加者等の声
 ●いざというときには実践してみたい。

 ●（企業・団体など）地域貢献の一環としてすべて
　　　　　　　　　　 の社員・関係者を受講させたい。
【救急課】　043-202-1657

市民

カレッジリンク・プログラムの様子

千葉大学サテライトキャンパス美浜（地〈知〉の拠点整備事業）

稲毛区文教のまちづくり

市では、障害者スポーツを推進するため、障害者
スポーツ指導員の養成や多目的コートなどの整備
をはじめ、障害者スポーツ大会の誘致・支援、市内
に在籍する車椅子バスケットボールの強豪チーム
の選手との交流により、競技の魅力を発見するイ
ベント（※）を開催しています。

※本イベントは市内の企業・大学とともに運営し、産学官の連携体制の
構築及び障害者スポーツの振興と活動の拠点化を図ります。
〈参加〉市民・団体等
〈連携〉淑徳大学、イオンモール㈱、㈱メガスポーツ、
　　　㈱オーエックスエンジニアリング、千葉ホークス

【スポーツ振興課】043-245-5966　　【経済企画課】043-245-5278

市内の企業が、新たなビジネスチャンスを獲得す
る機会を得られるよう、自らの事業領域に関連した
社会課題の解決を図ることにより、企業価値の向
上を目指して取組む「戦略的ＣＳＲ」を支援します。
【経済企画課】　043-245-5275

「企業・関連団体との連携」

例

企業等との協定締結により、地域経済の更なる活性化や市民サービ
ス向上を目指します。

①（独）放射線医学総合研究所
連携・協力協定（例：千葉市未来の
科学者育成プログラムへの協力）
②イオン㈱
包括提携協定（例：ちば風太
WAONの発行、千葉市産イチゴを
ミニストップのスイーツに採用）
③㈱千葉銀行
地域経済活性化に関する連携
協定（例：ベンチャー・カップ
CHIBAへの協力、西千葉子ど
も起業塾への協力）

④㈱セブン‐イレブン・ジャパン
包括提携協定（例：高齢者見守
りネットワーク活動に関する覚
書の締結）
⑤ＵＲ都市機構
包括連携協定（例：マンション
建替えの支援に関する協定、幸
町団地内における高齢者福祉・
子育て支援施設の整備）
　

①～④【経済企画課】043-245-5275
⑤【政策調整課】043-245-5058

企業

企業のＣＳＲ活動

障害者スポーツの推進

車椅子バスケットボール

ちばレポ（ちば市民協働レポート）千葉市まちづくり未来研究所（市民シンクタンクモデル事業）

救命講習会

救命講習会（応急手当の普及啓発）

介護支援ボランティア制度

力を発揮
市民・企業・大学の

【稲毛区地域振興課　地域づくり支援室】043-284-6105

詳しくはこちら
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豊かな緑と水辺を活かした、
自然とともに生きるまちへ

まちづくりの方向性 １まちづくりの方向性 １まちづくりの方向性 １

4

蘇我スポーツ公園の整備蘇我スポーツ公園の整備
市民の皆様がスポーツを「する」「観る」「ふれあう」ための
公園として、また、災害時の防災拠点として活用できる運動
公園を整備します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉公園建設課　大規模公園再整備室╱☎043-245-5781

●少年野球やソフトボールなどが行えるフ
クダ電子グラウンドの一部（２面）供用
開始（平成27年４月）

●多目的グラウンド・広場の整備

千葉市は、Ｊリーグ ジェフユナイテッド千
葉のホームタウンです。Ｊ１昇格に向けて
みんなで応援しましょう！一意専心！

取組み内容 関連情報・トピック
●特徴ある動物展示の実現
●教育普及活動の充実
●国際的動物園への脱皮
●集客力の向上
●持続可能な運営体制の構築

ポニーの乗馬体験や小動物とのふれあいな
どができる「子どもゾーン」を整備するととも
に、ライオンなどの肉食獣を新たに導入しま
す。動物の展示については、「生息環境」と
「地域」を組み合わせたテーマで、生態や行
動の特徴がわかりやすい「特徴展示」や、同
じ地域・環境で生息する動物を同時に見せ
る「複合展示」の手法を取り入れていきます。

蘇我スポーツ公園整備イメージ図

泉自然公園の魅力向上泉自然公園の魅力向上
泉自然公園の豊かな自然環境の保全と再生を図るため、樹
木の間伐や剪定を実施するとともに、自然観察やボランティ
ア等の活動拠点の整備を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

●サクラの樹勢回復のための剪定
●ビジターセンターの整備
●野草管理ボランティアの育成
●樹木の間伐

泉自然公園の「サクラ」

動物公園リスタート構想の
推進
動物公園リスタート構想の
推進

「市民に身近な動物園」「都市の活性化につなげる集客観光施
設」として、来園者の皆様が動物を通して遊びながら学べ、
満足いただける施設として生まれ変わります。

〈担当課〉動物公園╱☎043-252-7566

平成28年度の展示リニューアルに向け、園内整備に着手します。

肉食獣の導入（ライオン）

ココに注目！

ココに注目！

少年野球やソフトボールなどが行えるフクダ電子グラウンド４面の整備を
進めます。

〈担当課〉若葉公園緑地事務所╱☎043-228-0080

ココに注目！

豊かな自然環境の保全と再生を行うとともに、利用者が活用できるビジター
センターの整備を進めるほか、自然に触れ、学び楽しむプログラムの開発・
実施により、泉自然公園の魅力及び利用者の満足度の向上を図ります。

【公園の魅力向上】
●「さくらの名所100選の地」の保全と再生
●新たな、ヤマユリの名所づくりへのチャレンジ
●樹木の間伐や下刈による野草等の再生・
増殖
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海辺の活性化海辺の活性化
稲毛・幕張海浜エリアを魅力的で活気あふれるエリアとする
ため、「海辺のグランドデザイン」を策定します。また、稲
毛海浜公園検見川地区の魅力を高め、賑わいを創出するため、
民間活力の導入による海辺の活性化を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉都市総務課　海辺活性化推進室／☎043-245-5287・緑政課╱☎043-245-5774・美浜公園緑地事務所／☎043-279-8440

●「海辺のグランドデザイン」の策定
●民間事業者によるレストラン等の活性化
施設の整備（平成27年度オープン予定）
●イベントの開催

●稲毛、検見川、幕張の3つの人工海浜
の総延長（約4.3km）は日本一です。

●検見川の浜は首都圏を代表するウイン
ドサーフィンの名所です。

●人工海浜からは富士山に沈む夕日（ダ
イヤモンド富士）や東京スカイツリーな
どの景観が東京湾越しに一望できます。 稲毛海浜公園検見川地区

ココに注目！

・「海辺のグランドデザイン」の実現に向けた取り組みを進めます。
・本市の海辺が検見川地区から生まれ変わります。（海の見えるレストラン等の活性化施設が、平成27年度中に
　オープンする予定です。）

再生可能エネルギー等
導入の推進
緑と花のあふれる
まちづくりの推進
緑と花のあふれる
まちづくりの推進

生活の中で、身近に豊かな緑が感じられ、四季折々の花が楽
しめるような緑と花のあふれるまちづくりを進めています。

取組み内容

関連情報・トピック

〈担当課〉緑政課　緑と花の推進室╱☎043-245-5775

●花いっぱい地域活動の推進
　地域で花壇づくりに取り組んでいる団体
に対し、花苗や種子を助成。
●緑と花の人材育成と活動拠点づくりの推進
　・緑と花の地域リーダー養成
　・花とひとのネットワークづくり
●緑と花のコンテストの実施
　・花壇コンクール
　・コンテナガーデンコンテスト
●市の花オオガハスの系統保存

●中心市街地の緑化の推進
　屋上や壁面の緑化に要する費用の一部を
助成（上限50万円）

平成24年より、市の花「オオガハス」の
系統保存を行っており、貴重な財産を将
来にわたり、絶やすことなく、後世に引
き継いでいきます。

千葉公園の「オオガハス」
ココに注目！

市民の皆様の参加によりまちなかに緑や花があふれ、うるおいのある
都市空間がつくられていきます。

千葉中央港地区
まちづくりの推進
千葉中央港地区
まちづくりの推進

千葉みなと駅前の千葉中央港地区において、みなとの賑わい
を創出するため旅客船さん橋、緑地、旅客船ターミナル等複
合施設等の整備を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉都市総務課　海辺活性化推進室╱☎043-245-5287

●旅客船さん橋等の整備
　さん橋２基、緑地等約2.1ha、防波堤
１基

●公園整備等

旅客船さん橋の整備に合わせ船舶の誘致
や旅客船利用のニーズ把握のため引続き
運航実験を行います。
千葉みなと駅前の千葉中央港地区に旅客
船さん橋（１基）、緑地（一部）、旅客船ター
ミナル等複合施設が平成27年度末に完成
予定。 旅客船ターミナル等複合施設イメージ図

ココに注目！

本市の新たな海の玄関口として賑わいのあるみなとづくりを目指します。
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再生可能エネルギー等
導入の推進
再生可能エネルギー等
導入の推進

低炭素社会の実現を目指すため再生可能エネルギー等導入計
画（平成25年3月策定）に基づき、再生可能エネルギー等
の導入を推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉環境保全課　温暖化対策室╱☎043-245-5199

⑴住宅用再生可能エネルギー等設備設置費助成
　太陽光発電設備　701件
　（うちマンション共用部：1件）
　太陽熱利用給湯システム　10件
　家庭用燃料電池システム　等　591件
⑵【新規】事業用太陽熱利用給湯システム設置費
助成　1件
⑶防災拠点への太陽光発電設備等の導入
⑷屋根貸しによる市有施設太陽光発電設備導入の
促進
⑸太陽光発電ビジネスマッチング事業による発電
設備の導入促進

助成の主な内容
（太陽光発電設備）
太陽電池出力１kWあたり3万円
上限額3kW9万円
（太陽熱利用給湯システム）
自然循環式は5万円
強制循環式は10万円（１件あたり）
（家庭用燃料電池システム）
10万円（１件あたり）
（事業用太陽熱利用給湯システム）
補助率1/3　上限100万円

太陽光発電設備（若葉区加曽利町）

ココに注目！
防災拠点となる市有施設への太陽光発電設備等の導入を積極的に進めるとともに、住宅に太陽光発電設備を設置する市民に
対する助成制度や土地・建物所有者と発電事業者とのマッチングを行うなど、再生可能エネルギー等の導入を進めます。

ごみの減量・再資源化の推進ごみの減量・再資源化の推進
循環型社会の実現に向け、一般廃棄物（ごみ）処理基本
計画に基づく各種施策を実施し、さらなるごみの分別・
再資源化に向けた取組みを推進します。

取組み内容

関連情報・トピック

〈担当課〉廃棄物対策課╱☎043-245-5067・収集業務課╱☎043-245-5246・廃棄物施設課╱☎043-245-5243

●生ごみ減量の徹底、剪定枝の再資源化の推進
●ごみ減量のための「ちばルール」の推進
●３Ｒ教育・学習の推進
●事業系ごみの削減

●古紙・布類の再資源化の推進
●ごみの分別・排出ルールの遵守・指導徹底
●２清掃工場を運用する体制の整備

ごみ分別スクール

ココに注目！
焼却ごみの削減を図るため、生ごみの減量、分別の徹底、食品トレイ等の資源物の店頭回収への協力などの施策を積極的に
実施します。また、事業所から排出される一般廃棄物の適正な処理を推進します。

●生ごみ肥料化容器購入費補助制度の拡充
　段ボールコンポストの追加
●剪定枝等循環システムモデル事業の実施
●「ちばルール」協定店との連携
　ごみ減量キャンペーンの実施
　平成26年度　44事業者107店舗

●ごみ分別スクール（小学４年生対象）
　平成26年度　114校8,600人参加
●へらそうくんルーム（未就学児）
　平成26年度　14か所590人参加
●事業系ごみの削減
　事業用大規模建築物への立入調査

航空機騒音の
監視体制の充実
航空機騒音の
監視体制の充実

本市上空を通過し、羽田空港へ着陸する航空機騒音の実
態をより詳細に把握していきます。

取組み内容

〈担当課〉環境規制課╱☎043-245-5191

航空機騒音の測定地点（通年調査地点：4地点、短期調査地点：２地点）

航空機騒音計

ココに注目！
羽田空港へ着陸する航空機の騒音を監視しHPで公表するとともに、国に対して騒音軽減策
の実施を要望しています。

川や海の水質保全川や海の水質保全 東京湾の水質を改善するため、浄化センターに高度処理施設
の整備を推進します。

取組み内容

〈担当課〉下水道施設建設課╱☎043-245-5443

●高度処理施設の整備
　（中央浄化センター）

赤潮、青潮

ココに注目！

東京湾で発生する赤潮・青潮の発生を抑えるため、
生活排水に含まれる窒素・リンをさらに除去します。
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疾病の予防や早期発見・早期治療を図るため、食生活の改善や運動習慣の定着、
心の健康づくり、各種健診の推進など、市民や関係団体と市が一体となった健
康づくりを進めます。

取組み内容
●健やか未来都市ちばプラン
の推進

●第2次食育推進計画の推進
●がん検診の推進
●健康づくりの取り組みに対
する支援制度

●体育の日から始まる１週間は「市民健康づくり週間」です。「健やか未来都市ちばプラン」を普
及し、健康づくりへの関心と意欲を高めるため、関係団体との協働により「市民健康づくり大会」
を開催するほか、健康づくりに関するイベントの開催や施設の無料開放などを行っています。
●平成26年度の「市民健康づくり大会」はQiball（きぼーる）で、
健康づくりに関する体験や相談コーナーを行い、延べ7,259
人の市民が参加しました。

救急医療の強化とがん診療の充実

健康づくりの推進

市民に期待される医療を提供するため、青葉病院におい
て救急医療設備の拡充を行います。また、千葉県がん診
療連携協力病院として、がん診療の充実を図っています。

取組み内容 関連情報・トピック
●救急棟の整備（青葉病院）
●がん診療の充実（海浜病院）

●青葉病院では、千葉市消防局と連携した「断らない救急医療」の
取組みを進めるため、救急処置スペースの拡充などの救急棟整備
を進めています。
●両市立病院は千葉県がん診療連携協力病院に指定されています。
（海浜病院：胃がん・大腸がん・乳がん、青葉病院：胃がん・大腸がん）

市民健康づくり大会

リニアック（がん放射線治療装置）

支えあいがやすらぎを生む、
あたたかなまちへ

まちづくりの方向性 2まちづくりの方向性 2

〈担当課〉病院局　経営企画課╱☎043-245-5744

待機児童対策を推進するため、「新制度」
の給付対象施設等を整備するとともに、
保育の質の確保・向上を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック
●新制度給付対象施設の整備
　認可保育所の新設：2か所
　私立幼稚園、私立保育園の認定こども園移行：11か所
　認可外保育施設の認可化：11か所
　既存保育園の定員変更：2か所
　小規模保育事業の開設：16か所
●公立保育所の認定こども園移行
　モデル的に、質の高い幼児教育と保育を同時に提供する
認定こども園に移行します。（2か所）

●保育の質の確保・向上
　３歳児の保育士配置改善：15人に対し保育士1人に改善
　保育施設への巡回指導等の強化：巡回指導員等3人増員
●保育士等の確保
　資格取得支援
　潜在保育士再就職支援

〈担当課〉健康企画課╱☎043-245-5204・健康支援課╱☎043-238-9968

ココに注目！

ココに注目！

〈担当課〉保育支援課╱☎043-245-5105・保育運営課╱☎043-245-5726

ココに注目！

●「新制度」は、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援
を総合的に推進するため、消費税増税分の一部を財源として、平成
27年度から開始されます。
●認定こども園、事業所内保育事業、小規模保育事業など、お子さん
を預ける選択肢が充実するほか、保育所等の利用にあたり「支給
認定」を受けていただくなど、利用の手続きが変わります。
●利用手続きの受付窓口となる、各区保健福祉センターには、「子育
て支援コンシェルジュ」を配置し、皆様の相談に応じています。

・青葉病院に救急棟を整備し、救急患者の受入体制の強化を図り、可能な限り入院が必要な救急患者を受け入れます。
・海浜病院および青葉病院では千葉県がん診療連携協力病院の指定を受けています。特に、海浜病院においては手術および
化学療法に加え、リニアック（がん放射線治療装置）を用いた放射線治療を行っています。国のがん診療連携拠点病院の
指定を目指し、引き続き、地域のかかりつけ医等と連携して、がん診療にあたる体制を充実させていきます。

・生活習慣病予防に役立つ知識や講座などの情報をメールマガジンで配信します。
・運動習慣を身につける動機づけのため、運動イベントのモデル事業を実施します。

ニーズ調査により把握した、保育の必要量を平成31
年度までに確保するため、「新制度」の給付対象施設を
増やすと同時に、保育の質の確保を行い、子育てを支
援する環境を整えます。

子ども・子育て支援新制度の推進
（保育所等待機児童対策の推進、保育の質の確保・向上）

関連情報・トピック
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放課後児童の健全育成を図るため、子どもルームの運営・施設整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック
待機児童解消と保育環境改善のため、子ど
もルームの増設及び施設改善を行います。

運営形態：千葉市社会福祉協議会への委託
開 設 日：日曜日、祝日及び年末年始を除く日
開設時間
　通常授業日：授業終了後から午後6時まで（午後7時まで延長あり）
　土　曜　日：午前8時30分から午後4時30分まで
　長期休業期間：午前8時から午後6時まで（午後7時まで延長あり）（土曜日を除く）

市民健康づくり大会

介護保険サービスの充実

子どもルームの拡充

介護サービスの基盤の充実および質の向上を図るため、高齢者福祉
施設の整備や、介護人材の確保・定着や資質向上に取り組みます。

取組み内容 関連情報・トピック
●介護人材の確保・定着（介護職員初任者
研修受講者支援）
●高齢者虐待防止事業

●介護職員初任者研修受講者支援として、平成27年度も
引き続き100人に助成します。
●ケアの工夫で、不要不急の身体拘束が廃止された社会に。

子どもルーム

〈担当課〉介護保険課／☎043-245-5064・高齢福祉課╱☎043-245-5166

〈担当課〉障害福祉サービス課／☎043-245-5174

〈担当課〉障害者自立支援課／☎043-245-5175

障害のある人の地域での自立した生活や社会参加を促進
するため、生活や活動の場の確保を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

●グループホームの新築（１か所）、開設経費（６か所）
等補助

〈担当課〉健全育成課╱☎043-245-5177

ココに注目！

ココに注目！

●「第４期千葉市障害福祉計画」における見込量（平成２７年度）
　グループホームの利用者実人数　485人／月

放課後、子どもたちが楽しく、安心して過ごせるよう、149か所※の子
どもルームを運営しています。また、本年度より受入対象を４年生まで
拡大しました。　　　　　　      ※か所数は変更となる場合があります。

・介護職員初任者研修修了後、一定期間市内の介護施設等で就労した方に受講料等の一部を助成することで、介護サー
ビスを担う介護人材の確保・定着を図り、介護サービス利用者が質の高いサービスを受けられるようになります。
・高齢者の権利擁護のさらなる推進を図るため、高齢者施設などの職員に対し、身体拘束廃止研修を実施します。

障害福祉サービスや障害児支援の計画的な整備を推進し、障害のある人の地域生活への定着と支援の充実を図ります。

障害のある人への支援の充実

発達障害等に関する巡回相談員を整備し、
障害の早期発見・早期対応に取り組みます。

取組み内容 関連情報・トピック

発達障害等に関する専門員が保育所等を巡回し、施設
スタッフや家族に対して、助言などの支援を行い、早
期に適切な支援機関につなげます。

発達障害とは、他者とのコミュニケーションが苦手であったり、集中力が
保てずにじっとしていられない、読む・書く・話す・計算するなどの特定の
能力の習得が困難である等の症状があり、先天性の脳機能障害と言わ
れています。
　また、小中学校の通常学級に在籍する児童生徒のうち、学習面や行動
面に著しい困難を示す児童生徒の割合は6.5％とされています
　　　　　　　　　　　　　　（平成24年度　文部科学省調査より）。

幼児期に障害を発見し、適切な支援を受け
ることで、就学後の学校生活や日常生活を
スムーズに送ることができます。

発達障害等に関する巡回相談員の整備

ココに注目！

ココに注目！
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要介護状態となっても可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、医療・介護・
予防・住まい・生活支援を一体かつ継続的に提供することを目指すのが地域包括ケアシステムです。

地域包括ケアシステムの推進

認知症は、様々な原因で脳の細胞が壊れたり働きが悪くなったりすることで記憶力や判断力に障害がおこる病気です。適切な対応に
より症状を軽くしたり進行を遅らせたりできることから、早期に医療・介護サービスに結びつけるとともに継続的支援を行う仕組み
を作ります。
■ 取組み内容
●「認知症疾患医療センター」「認知症初期集中支援チーム」の充実
●「標準的な認知症ケアパス」の作成・配布
●認知症カフェの整備
●小規模多機能型居宅介護事業所の整備

■ 関連情報・トピックス
●2025年に全国の認知症高齢者は最大730万人、65歳
以上の5人に１人まで増加すると推計され、誰もがなる、
もしくは認知症の方と関わる可能性があります。「認知症」
かな？と思ったら怖がらずに相談・受診をしましょう。

認知症施策の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・高齢施設課╱☎043-245-5256

●認知症に関する症状や医療・介護サービスの情報等をわかりやすくまとめたパンフレット「標準的な認知症ケアパス」
を作成します。

ココに注目！

〈出典：「総合事業の推進に向けて」   H26.11 厚生労働省老健局〉

住み慣れた自宅で支援を受けながら、安心して暮らし続けることができるよう、在宅医療・介護人材の確保や家族への支援、関係機
関との連携体制の強化に取組みます。
■ 取組み内容
●医療・介護職を対象とした在宅医療・介護連携に
関する研修を実施
●定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の整備
●在宅医療・介護に関する市民向けシンポジウム
●訪問診療を行う医師の育成
●介護支援専門員への支援（スキルアップ研修）
●家族介護者支援

在宅医療・介護連携の推進

●24時間対応可能な介護・看護サー
ビスを提供する事業所を整備します。

●医師を対象に研修を行い、訪問診療
医の増員を図ります。

●専門職が、高齢者を介護している家
庭を訪問して、介護の方法をアドバ
イスします。

ココに注目！

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・健康企画課╱☎043-245-5210・高齢施設課╱☎043-245-5256・介護保険課╱☎043-245-5205・高齢福祉課╱☎043-245-5166

地域での居場所や役割、生きがいを持って、いつまでも住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、自立支援の取組みを進めます。
また、元気な高齢者をはじめ、住民が担い手として参加する住民主体の活動の支援や、多様な主体（ボランティア、ＮＰＯ、社会福
祉法人、社会福祉協議会、民間企業、シルバー人材センター等）による多様な生活支援サービスの提供体制を構築し、高齢者を支え
る体制づくりを推進します。
■ 取組み内容
●シニアリーダー講座
●生活支援コーディネーターの配置
●高齢者生活支援サービス基盤づくり事業（社会福
祉協議会事業補助）
●見守りネットワークの構築
●介護支援ボランティア制度

生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課／☎043-245-5267・高齢福祉課╱☎043-245-5166・介護保険課／☎043-245-5064
　　　　 
　　　　 

●介護支援ボランティア
制 度 で、年 間 最 大
5,000円相当のポイ
ント交換ができます。

ココに注目！
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要介護状態となっても可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、医療・介護・
予防・住まい・生活支援を一体かつ継続的に提供することを目指すのが地域包括ケアシステムです。

地域包括ケアシステムの推進

認知症は、様々な原因で脳の細胞が壊れたり働きが悪くなったりすることで記憶力や判断力に障害がおこる病気です。適切な対応に
より症状を軽くしたり進行を遅らせたりできることから、早期に医療・介護サービスに結びつけるとともに継続的支援を行う仕組み
を作ります。
■ 取組み内容
●「認知症疾患医療センター」「認知症初期集中支援チーム」の充実
●「標準的な認知症ケアパス」の作成・配布
●認知症カフェの整備
●小規模多機能型居宅介護事業所の整備

■ 関連情報・トピックス
●2025年に全国の認知症高齢者は最大730万人、65歳
以上の5人に１人まで増加すると推計され、誰もがなる、
もしくは認知症の方と関わる可能性があります。「認知症」
かな？と思ったら怖がらずに相談・受診をしましょう。

認知症施策の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・高齢施設課╱☎043-245-5256

●認知症に関する症状や医療・介護サービスの情報等をわかりやすくまとめたパンフレット「標準的な認知症ケアパス」
を作成します。

ココに注目！

〈出典：「総合事業の推進に向けて」   H26.11 厚生労働省老健局〉

住み慣れた自宅で支援を受けながら、安心して暮らし続けることができるよう、在宅医療・介護人材の確保や家族への支援、関係機
関との連携体制の強化に取組みます。
■ 取組み内容
●医療・介護職を対象とした在宅医療・介護連携に
関する研修を実施

●定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の整備
●在宅医療・介護に関する市民向けシンポジウム
●訪問診療を行う医師の育成
●介護支援専門員への支援（スキルアップ研修）
●家族介護者支援

在宅医療・介護連携の推進

●24時間対応可能な介護・看護サー
ビスを提供する事業所を整備します。

●医師を対象に研修を行い、訪問診療
医の増員を図ります。

●専門職が、高齢者を介護している家
庭を訪問して、介護の方法をアドバ
イスします。

ココに注目！

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・健康企画課╱☎043-245-5210・高齢施設課╱☎043-245-5256・介護保険課╱☎043-245-5205・高齢福祉課╱☎043-245-5166

地域での居場所や役割、生きがいを持って、いつまでも住み慣れた地域でいきいきと暮らせるよう、自立支援の取組みを進めます。
また、元気な高齢者をはじめ、住民が担い手として参加する住民主体の活動の支援や、多様な主体（ボランティア、ＮＰＯ、社会福
祉法人、社会福祉協議会、民間企業、シルバー人材センター等）による多様な生活支援サービスの提供体制を構築し、高齢者を支え
る体制づくりを推進します。
■ 取組み内容
●シニアリーダー講座
●生活支援コーディネーターの配置
●高齢者生活支援サービス基盤づくり事業（社会福
祉協議会事業補助）

●見守りネットワークの構築
●介護支援ボランティア制度

生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課／☎043-245-5267・高齢福祉課╱☎043-245-5166・介護保険課／☎043-245-5064
　　　　 
　　　　 

●介護支援ボランティア
制 度 で、年 間 最 大
5,000円相当のポイ
ント交換ができます。

ココに注目！

9
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豊かな心が育ち、
新たな価値が生まれるまちへ

まちづくりの方向性 3まちづくりの方向性 3

児童生徒のよりよい教育環境を整備し、教育の質を充実するため、
学校の統合などにより小・中学校の適正配置を推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉教育委員会企画課╱☎043-245-5911・学校施設課╱☎043-245-5918

●千城台地区の学校の適正配置にかかる協議
●花見川第一小、第二小の統合に向けた準備会の開設
●統合の対象となる校舎の大規模改造工事

工事対象校:幸町小学校、花見川中学校、
花見川第一小と第二小の統合校

学校適正配置の推進により、平成27年4月には統合新設校として幸町小学校及び花見川中学校がスタートしました。

学校適正配置の推進

学校施設の長寿命化を図るため、計画的な保全改修を行うとともに、
施設環境・機能を改善するための整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉学校施設課╱☎043-245-5921

●計画的な保全改修による学校施設の
長寿命化

●老朽化したトイレの衛生環境の改善
●音楽室等へのエアコンの設置

学校施設の約80％が築30年以上経過し
老朽化が進んでいます。
学校施設は長期間使用していく施設であ
るため、施設の長寿命化を図る必要があ
ります。

改装後

改装前

学校施設の環境整備

安全安心で魅力ある学校給食を提供するため、
こてはし学校給食センターの再整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉保健体育課╱☎043-245-5942

●民間資金やノウハウを活用した整備・運
営（PFI手法）

●施設の設計、建設工事（平成27年度）

所在地：花見川区三角町782
敷地面積：約6,163㎡
建物：鉄骨造２階建
最大供給能力：8,000食／日

完成イメージ図

平成29年度から、花見川区に所在する中学校を中心に、給食を提供していきます。
また、民間事業者のノウハウ活用により、整備・運営コストの削減と高度な衛生
管理への対応を図ります。

こてはし学校給食センターの整備

・老朽化した校舎を計画的に改修し、子どもが生き生きと学び、心身とも
健やかに成長できる学校環境を作ります。
・老朽化したトイレを改修し、洋便器化を進めるとともに、トイレの３Ｋ
（暗い・汚い・臭い）を解消し、明るく衛生的なトイレにします。
・音楽室、特別支援学級、特別支援学校にエアコンを設置します。

⬇ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

学力向上サポーターを学校に配置し、児童生徒の学力向上を目指し
ます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉指導課╱☎043-245-5936

●授業時間中の個別指導や取り出し指導など、学校の状況に応じ
た児童生徒の学習支援
●授業用の資料の準備や学習環境整備等、学力向上に向けた支援
●教科授業の進め方等への助言

学力向上サポーターの配置（平成26年度）
小学校…25校（中央区4校、花見川区6校、稲毛区3校、
            若葉区5校、緑区4校、美浜区3校）
平成27年度　10人増員、35校に配置

主に算数・数学科の基礎的・基本的な知識・技能等の定着を図り、市全体としての学力向上を目指します。
児童生徒の一層の学力向上を図り、意欲的に学習に取り組む児童生徒がさらに増えるように努めます。

ココに注目！

学力向上サポーター配置

放課後等の学校施設を活用し、安価で多様な学習機会を提供することにより、
児童の学びに対するきかっけ作りや学習意欲の向上を目指します。

取組み内容

〈担当課〉健全育成課╱☎043-245-5177

28年度にモデル事業を実施する
ための検討を行います。

身近で安全な学校施設で、民間事業者による塾や習い事の展開、また、大学や企業等が
コーディネートし、学習の楽しさの発見など多様な活動や体験の場を提供します。

ココに注目！

放課後の学習支援

教育センターにタブレットＰＣを整備し、学校へ貸し出して
教育的効果の検証を行ったり、教員への操作研修等を実施し
て、指導力の向上を図ったりします。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉教育センター総務室╱☎043-285-0900

●タブレットPCを活用した授業
●「タブレットPCを活用した学習に関する研究」の推進
●「家庭での活用に関する研究」の実施
●夜間講座や出前講座等による教員への操作研修の開催

教育センター研究協力員が中
心となって、タブレットPC
を活用した学習に関する研究
を行います。

タブレットＰＣを活用した学習ＩＣＴ機器を効果的に活用した教育を推進し、子どもたちの主体的な学びを実現します。
ココに注目！

情報教育機器の整備・充実

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、「こども・若者の力（ちから）
ワークショップ」などのモデル事業を行っています。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉こども企画課╱☎043-245-5673

●「こどものまちＣＢＴ」開催
●「こども・若者の力ワークショップ」開催
●「こども・若者選挙」開催
●「こども・若者の力フォーラム」開催

「こども・若者の力フォーラム」は、「こどもの参画
事業」を実践した子どもたちが、取組みの成果を発
表するとともに、子どもを取り巻く課題について、
市長、専門家、会場にいる参加者などとディスカッ
ションし、行政や社会に対して意見を発信するプロ
グラムです。

まちづくりは未来づくりであり、その主役は未来を担う子どもたちです。子どもたちが市民としての自覚や責任を持ち、
自分たちの “まち” の課題を見つけ出し、それを解決するためにまちづくりに参画していく取組みを進めています。

ココに注目！

こどもの参画

利用者の利便性を高めるため、返却のみならず予約資料
の貸出もできるサービス拠点を、利用者が多く見込める
JR千葉駅周辺（三省堂書店そごう千葉店）に設置します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉中央図書館管理課╱☎043-287-3980

●ブックポスト設置
●ブックメールカーの運行

図書館サービス拠点数：35拠点
市民1人当りの年間資料貸出点数：5.3点

図書返却ポストのイメージ

通勤・通学やお買い物の途中など、図書館まで足を運ぶことなく図書の返却や予約資料の貸出が
できるサービス拠点を、新たにJR千葉駅周辺（三省堂書店そごう千葉店）に設置します。

ココに注目！

図書館サービスポイントの設置

こども・若者の力（ちから）フォーラム
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学力向上サポーターを学校に配置し、児童生徒の学力向上を目指し
ます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉指導課╱☎043-245-5936

●授業時間中の個別指導や取り出し指導など、学校の状況に応じ
た児童生徒の学習支援

●授業用の資料の準備や学習環境整備等、学力向上に向けた支援
●教科授業の進め方等への助言

学力向上サポーターの配置（平成26年度）
小学校…25校（中央区4校、花見川区6校、稲毛区3校、
            若葉区5校、緑区4校、美浜区3校）
平成27年度　10人増員、35校に配置

主に算数・数学科の基礎的・基本的な知識・技能等の定着を図り、市全体としての学力向上を目指します。
児童生徒の一層の学力向上を図り、意欲的に学習に取り組む児童生徒がさらに増えるように努めます。

ココに注目！

学力向上サポーター配置

放課後等の学校施設を活用し、安価で多様な学習機会を提供することにより、
児童の学びに対するきかっけ作りや学習意欲の向上を目指します。

取組み内容

〈担当課〉健全育成課╱☎043-245-5177

28年度にモデル事業を実施する
ための検討を行います。

身近で安全な学校施設で、民間事業者による塾や習い事の展開、また、大学や企業等が
コーディネートし、学習の楽しさの発見など多様な活動や体験の場を提供します。

ココに注目！

放課後の学習支援

教育センターにタブレットＰＣを整備し、学校へ貸し出して
教育的効果の検証を行ったり、教員への操作研修等を実施し
て、指導力の向上を図ったりします。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉教育センター総務室╱☎043-285-0900

●タブレットPCを活用した授業
●「タブレットPCを活用した学習に関する研究」の推進
●「家庭での活用に関する研究」の実施
●夜間講座や出前講座等による教員への操作研修の開催

教育センター研究協力員が中
心となって、タブレットPC
を活用した学習に関する研究
を行います。

タブレットＰＣを活用した学習ＩＣＴ機器を効果的に活用した教育を推進し、子どもたちの主体的な学びを実現します。
ココに注目！

情報教育機器の整備・充実

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、「こども・若者の力（ちから）
ワークショップ」などのモデル事業を行っています。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉こども企画課╱☎043-245-5673

●「こどものまちＣＢＴ」開催
●「こども・若者の力ワークショップ」開催
●「こども・若者選挙」開催
●「こども・若者の力フォーラム」開催

「こども・若者の力フォーラム」は、「こどもの参画
事業」を実践した子どもたちが、取組みの成果を発
表するとともに、子どもを取り巻く課題について、
市長、専門家、会場にいる参加者などとディスカッ
ションし、行政や社会に対して意見を発信するプロ
グラムです。

まちづくりは未来づくりであり、その主役は未来を担う子どもたちです。子どもたちが市民としての自覚や責任を持ち、
自分たちの “まち” の課題を見つけ出し、それを解決するためにまちづくりに参画していく取組みを進めています。

ココに注目！

こどもの参画

利用者の利便性を高めるため、返却のみならず予約資料
の貸出もできるサービス拠点を、利用者が多く見込める
JR千葉駅周辺（三省堂書店そごう千葉店）に設置します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉中央図書館管理課╱☎043-287-3980

●ブックポスト設置
●ブックメールカーの運行

図書館サービス拠点数：35拠点
市民1人当りの年間資料貸出点数：5.3点

図書返却ポストのイメージ

通勤・通学やお買い物の途中など、図書館まで足を運ぶことなく図書の返却や予約資料の貸出が
できるサービス拠点を、新たにJR千葉駅周辺（三省堂書店そごう千葉店）に設置します。

ココに注目！

図書館サービスポイントの設置

こども・若者の力（ちから）フォーラム
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図書館サービスの向上を図るため、花見川
区役所1階スペースを活用し、図書館分館
を整備します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉中央図書館　管理課╱☎043-287-4081

基本・実施設計（平成27年度） 分館整備予定地：花見川区役所１階（現情報コーナー）
予定面積：457.4㎡
予定蔵書数：２万冊（開館時点）

既存施設の有効利用が図れるほか、地域の活性化につながる効果も期待できます。
ココに注目！

（仮称）花見川図書館瑞穂分館の整備

障害者スポーツへの関心と理解を深めるため、障害者がスポーツをする
機会やトップクラスの大会を観戦する機会を充実させます。

取組み内容

〈担当課〉スポーツ振興課╱☎043-245-5966

●国際大会等のトップクラスの
大会の誘致・開催支援

●障害者スポーツ指導員の養成

パラリンピックでの活躍が期待できるトップクラスの選手のプレーをぜひ、観戦して
ください。

ココに注目！

障害者スポーツの推進

より良いスポーツ環境を提供するため、震災で甚大
な被害を受けた高洲市民プール及び体育館の再整備
を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉スポーツ振興課╱☎043-245-5967

●建築工事（平成26～28年度）
●供用開始（平成29年度）

屋外25ｍプール・子ども用プール
体育館（アリーナ面積800㎡程度）
トレーニング室、事務室、更衣室等

完成イメージ図

平成29年４月オープンを予定しています。健康・体力づくり、地域コミュニティ形成の場としてご利用ください。

ココに注目！

高洲市民プール・体育館の再整備

若者に関心の高いメディア芸術の振興を図るため、本市の様々な地域資源の
魅力をメディア芸術の力で発掘するとともに、将来の千葉文化を担う人材を
育てます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉文化振興課╱☎043-245-5961

●車椅子スポーツをテーマとした体験型メディアアート
作品の展示や若者を対象としたワークショップ

平成27年度は車椅子スポーツにスポットを当て、平成27年10
月に千葉ポートアリーナで開催する２つの国際大会に合わせて、ス
ポーツとアートが融合したイベントを開催します。

関連情報・トピック
平成27年度、本市では、車椅子スポーツのトップレベルの大会が開催されます。特に10月に
開催されるアジアオセアニアチャンピオンシップの両大会は、2016リオデジャネイロパラリ
ンピックへの出場権を争う大会ですので、ぜひ、ご注目ください。
5月 ジャパンパラウィルチェアーラグビー競技大会

 10月 IWBFアジアオセアニアチャンピオンシップ（車椅子バスケットボール）
  IWRFアジアオセアニアチャンピオンシップ （ウィルチェアーラグビー）
 12月 ウィルチェアーラグビー日本選手権大会
3月 長谷川良信記念千葉市長杯争奪車椅子バスケットボール全国選抜大会

世界トップレベルのスポーツ大会と最先端のメディアアートを活用した文化イベントが連携した新しい試みです。
ぜひお越しください。

ココに注目！

メディア芸術の振興

2014ジャパンパラウィルチェアーラ
グビー競技大会

12

日本を代表する貝塚であり、縄文文化の象徴である国史跡加曽
利貝塚を国特別史跡に指定するための取組みを推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉文化財課╱☎043-245-5962

●出土資料の再整理、総括報告書編集・執筆
●史跡保存管理計画の策定
●加曽利貝塚の広報活動

全国の国史跡件数    1,733件（平成27年１月）
全国の国特別史跡件数　61件（平成27年１月）
加曽利貝塚PR大使 かそりーぬ を、広報やイベントの際に
活用していきます。

加曽利貝塚PR大使
かそりーぬ

国特別史跡は、国史跡のうち、学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たるものとして、国宝に
相当します。日本初となる貝塚の特別史跡指定を目指します。

ココに注目！

加曽利貝塚特別史跡化の推進

住民同士の助けあい、支えあいによる地域運営を推進
するため、地域運営委員会の設置を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉市民自治推進課╱☎043-245-5663

●地域へ設立の働きかけ
●設立準備、活動の経費を補助
●地域で使い道を決めることのできる補助制
度（地域運営交付金）の導入

●地域担当職員制度のモデル実施

地域課題の解決には行政による公平、画一的な対応には限界があり、地域をよく知る
皆様の力が欠かせません。地域運営委員会は、地域で活動する様々な団体が連携して、
地域全体で課題の解決を進めるための仕組みです。地域の
人材、財源、情報、ノウハウなどを効果的に活用して、地
域に必要な取組みが進められることが期待されます。

市民の皆様による地域を良くするための自主的な取組みを促進します。
ココに注目！

地域運営委員会の設置の促進

市民と市役所をつなぐ新しいコミュニケーションツール「ちばレポ」
は、市民からスマートフォンやパソコンによりレポートされたまちの
不具合を、市民と行政が共に解決を目指すしくみです。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉広報広聴課╱☎043-245-5294

ちばレポを通じて、市民がまちの不具合を報告し、その不具
合の解決に参加する、「市民が主体のまちづくり」に取り組
みます。また、市民へ周知、活用の促進を図ります。
●市長とのまち歩き、ちばレポ教室などの体験・周知活動
●市内企業・団体等との連携協力

平成26年９月の本格運用開始以降、５か月間で800件を
超えるレポートがあり、約９割を行政により対応完了しま
したが、これからは市民の皆様にも力を発揮していただき、
まちの不具合の解決を進めていきます。現在レポーターと
サポーター募集中です。

ちばレポを通して市民の皆様が、まちを知り、まちを好きになり、まちを良くする、そんなしくみを目指します。
ココに注目！

ちばレポ（ちば市民協働レポート）

ちばレポ 
携帯アプリ画面

今年で開館20周年の節目を迎える千葉市美術館
では、これまでの歩みを振り返るとともに、今後
の展望について考える記念的な事業を実施します。

取組み内容

関連情報・トピック

〈担当課〉文化振興課╱☎043-245-5961

●記念式典、シンポジウムの開催　●所蔵作品の記念図録発行　●施設PRの強化

千葉市美術館は平成26年１月に開館から累計来館者200万人を突破しました。平
成27年度は、歴代館長が選ぶ千葉市美術館所蔵作品名品展や、経済学者のピーター・
Ｆ・ドラッカーが収集した水墨画を中心とするコレクションの展覧会など、個性的で
話題性のある20周年にふさわしい展覧会を順次開催いたします。

ココに注目！

千葉市美術館開館20周年記念事業

シンポジウムでは歴代館長が
美術館の歴史と今後の展望を
語ります。また、ピーター・Ｆ・
ドラッカーは水墨画の収集家
としても有名でした。

老朽化したコミュニティセンターを移転し
再整備します。（蘇我コミュニティセンター、
真砂コミュニティセンター）

取組み内容
改修工事

コミュニティセンターの移転・再整備

〈担当課〉市民総務課╱☎043-245-5156

関連情報・トピック
移転に伴い諸室を拡充します。
　蘇我コミュニティセンター  ≪諸室数≫移転前10室→移転後16室
　真砂コミュニティセンター  ≪諸室数≫移転前10室→移転後18室

ココに注目！
移転先の施設について、改修工事を実施し、平
成28年４月オープンを予定しています。
従来の諸室に加え、体育館等の身近なスポーツ
施設を備えたコミュニティセンターに生まれ変
わりますので、ぜひご利用ください。
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日本を代表する貝塚であり、縄文文化の象徴である国史跡加曽
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全国の国特別史跡件数　61件（平成27年１月）
加曽利貝塚PR大使 かそりーぬ を、広報やイベントの際に
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不具合を、市民と行政が共に解決を目指すしくみです。

取組み内容 関連情報・トピック
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成27年度は、歴代館長が選ぶ千葉市美術館所蔵作品名品展や、経済学者のピーター・
Ｆ・ドラッカーが収集した水墨画を中心とするコレクションの展覧会など、個性的で
話題性のある20周年にふさわしい展覧会を順次開催いたします。
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シンポジウムでは歴代館長が
美術館の歴史と今後の展望を
語ります。また、ピーター・Ｆ・
ドラッカーは水墨画の収集家
としても有名でした。

老朽化したコミュニティセンターを移転し
再整備します。（蘇我コミュニティセンター、
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取組み内容

関連情報・トピック

●液状化対策関連の設計、補償、工事等

美浜区のうち、被害の大きかった地区（約143ha）を
対象とします。

地下水位低下工法のイメージ

ひと・モノ・情報がつながる、
生活基盤の充実した安全で快適なまちへ

まちづくりの方向性 ４まちづくりの方向性 ４

東日本大震災による地盤の液状化により著しい被害を受けた
地域において、再度災害の発生を抑制するため、公共施設と
隣接宅地等との一体的な液状化対策を推進します。

取組み内容
●自主防災組織の結成促進
●防災ライセンス講座の開催
●避難所運営委員会の設立

地震発生時の下水道の流下機能を確保するため、下水道施
設の耐震化を推進します。また、避難所となる小学校など
に災害時に使用可能なマンホールトイレを設置します。

取組み内容
●下水道管の耐震化　　●マンホールトイレの設置　　●浄化センターの耐震化

関連情報・トピック
●耐震補強は、災害時における緊急車両や救援物資の輸送路として位置
付けられている緊急輸送道路上の橋梁や第三者へ被害を与える危険
性がある跨線橋・跨道橋を優先的に実施しており、橋脚に鉄筋コンク
リートなどを巻き立てる橋脚補強や地震動により橋梁が落ちないよう
にする落橋防止システムの強化など耐震化に取り組んでいます。

マンホールトイレ設置例

防災・減災体制の充実

市街地液状化対策事業

下水道施設の耐震化

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営委
員会の設立を促進するとともに、避難行動要支援者の支援体
制の構築や防災備蓄品の整備等を行います。

〈担当課〉防災対策課╱☎043-245-5113

〈担当課〉下水道再整備課╱☎043-245-5611・下水道建設課╱☎043-245-5420・下水道施設建設課╱☎043-245-5443

ココに注目！
下水道は市民生活に大切なライフラインです。大規模地震に備え、耐震化などを
進めています。

震災時に救命活動や物資輸送を行うための交通の確保と二
次災害防止のため、耐震補強を行う。

取組み内容
●橋梁の耐震補強

橋梁の耐震化

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）

ココに注目！

震災時における道路ネットワークを確保するため、橋が壊れないように補強を行います。

●避難行動要支援者名簿の提供
●防災備蓄品の整備
●地域防災無線の安定した情報伝達及び通信の確保

橋梁の耐震補強の実施例
橋が落下しないようにチェーンなどで
連結しています。

〈担当課〉市街地整備課　液状化対策室╱☎043-245-5337
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ココに注目！

救急情報共有システムを活用して医療機関の受入れ可能状態
を把握し、リアルタイムで傷病者等の情報を医療機関と共有
して最適な医療機関へ搬送するシステムを導入します。

〈担当課〉消防局　救急課╱☎043-202-1657

●救急情報共有システムの整備

救急搬送時間の短縮を図り、救命率の向上と後遺症を軽減することにより、
本市をより安全で安心な街にします。

取組み内容 関連情報・トピック
●平成26年度は、検証事業を実施し、特に入院を必
要とする心臓疾患や脳疾患などにおいては、医療
機関到着までの搬送時間の短縮が実証されました。

救急情報共有システムの
導入

ココに注目！

震災時の救急活動、支援物資の輸送や広域的な避難を目的とし
て指定された緊急輸送道路の通行を確保するため、市が緊急輸
送道路沿道建築物の所有者へ耐震診断費の助成を行います。

〈担当課〉建築指導課╱☎043-245-5836

●耐震診断
・診断費用の2/3 
・上限　150万円

大地震発生時の建物（旧耐震基準の建物）の倒壊による緊急輸送道路の閉塞を
防ぐことで、迅速な救急活動や支援活動が行うことができます。

阪神・淡路大震災被害による道路閉塞の様子

取組み内容 関連情報・トピック
市域の緊急輸送道路は33路線、204.4㎞

緊急輸送道路沿道建築物の
耐震診断助成

救急情報共有システム

ココに注目！

〈担当課〉消防局　施設課╱☎043-202-1648

●建替工事（～平成28年度）

取組み内容

老朽化している消防署所の整備を進めることにより、消防活動拠点としての
機能確保と改善を図り、複雑多様化する各種災害から市民の安全・安心な暮
らしを守ります。

関連情報・トピック
●平成29年度　供用開始

宮崎出張所の整備

完成イメージ

複雑多様化する各種災害に対応するため、老朽化した宮崎出
張所の建替を行います。

ココに注目！

●歩道の整備されていない通学路において、路肩部分を幅30㎝で緑色に着色します。
●通学路の安全対策として、路面標示や車止めポールなどの安全施設を設置します。

取組み内容

子供たちが安全に通学できることをめざして、通学路の路肩をカラー化し
視覚的に通行部分を明確にするなどの取り組みを進めています。

通学路における安全対策の
推進

路肩カラー化　設置事例

通学路の交通安全の確保に向けて、通学路の路肩部分を緑色
で着色し、歩行者と車両の通行部分を視覚的に明確に区分す
るなどの安全対策を推進します。

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）
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ココに注目！

救急情報共有システムを活用して医療機関の受入れ可能状態
を把握し、リアルタイムで傷病者等の情報を医療機関と共有
して最適な医療機関へ搬送するシステムを導入します。

〈担当課〉消防局　救急課╱☎043-202-1657

●救急情報共有システムの整備

救急搬送時間の短縮を図り、救命率の向上と後遺症を軽減することにより、
本市をより安全で安心な街にします。
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要とする心臓疾患や脳疾患などにおいては、医療
機関到着までの搬送時間の短縮が実証されました。

救急情報共有システムの
導入

ココに注目！
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〈担当課〉建築指導課╱☎043-245-5836

●耐震診断
・診断費用の2/3 
・上限　150万円

大地震発生時の建物（旧耐震基準の建物）の倒壊による緊急輸送道路の閉塞を
防ぐことで、迅速な救急活動や支援活動が行うことができます。

阪神・淡路大震災被害による道路閉塞の様子

取組み内容 関連情報・トピック
市域の緊急輸送道路は33路線、204.4㎞

緊急輸送道路沿道建築物の
耐震診断助成

救急情報共有システム

ココに注目！

〈担当課〉消防局　施設課╱☎043-202-1648

●建替工事（～平成28年度）

取組み内容

老朽化している消防署所の整備を進めることにより、消防活動拠点としての
機能確保と改善を図り、複雑多様化する各種災害から市民の安全・安心な暮
らしを守ります。

関連情報・トピック
●平成29年度　供用開始

宮崎出張所の整備

完成イメージ

複雑多様化する各種災害に対応するため、老朽化した宮崎出
張所の建替を行います。

ココに注目！

●歩道の整備されていない通学路において、路肩部分を幅30㎝で緑色に着色します。
●通学路の安全対策として、路面標示や車止めポールなどの安全施設を設置します。

取組み内容

子供たちが安全に通学できることをめざして、通学路の路肩をカラー化し
視覚的に通行部分を明確にするなどの取り組みを進めています。

通学路における安全対策の
推進

路肩カラー化　設置事例

通学路の交通安全の確保に向けて、通学路の路肩部分を緑色
で着色し、歩行者と車両の通行部分を視覚的に明確に区分す
るなどの安全対策を推進します。

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）
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ココに注目！
市民の皆様の参加のもと、スポーツ・レクリエーションや健康づくりなど、自転車にかかる新たなニーズや役割を
踏まえたまちづくりを進めていきます。

自転車まちづくり
基本方針の策定

自転車によるまちづくりを推進するため、市民や団体等と連
携し、安全で快適な走行環境の整備や集客観光など、幅広い
要素を含めた一体的なまちづくりを推進します。

取組み内容

〈担当課〉政策企画課╱☎043-245-5046

●自転車まちづくり基本方針策定　　●自転車まちづくり基本条例の検討

磯辺畑町線の自転車レーン（平成25年10月供用開始）

取組み内容
●自転車レーン等の整備

自転車走行環境の整備
歩道上の歩行者の安全を図るとともに、自転車は車道を通行
することが原則であるため、自転車が安全で快適に車道を通
行できるよう、自転車レーン等の整備を推進します。

ココに注目！
自転車がスムーズに安心して走行できるよう、車道に自転車の走行空間（自転車レーン等）を整備し、自転車の利用
促進を図るとともに、歩道における歩行者の安全を確保していきます。

〈担当課〉自転車対策課╱☎043-245-5607

関連情報・トピック
平成25年8月に自転車走行環境の整備計画である「ちばチャリ・すいすいプラ
ン～自転車の街：千葉市を目指して～」を策定しました。
この計画では、概ね30年後を見据え、市内に約330㎞の安全で快適な自転車ネッ
トワークの構築を目指すこととしており、これにより、都心部で概ね５分以内、
郊外部で概ね10分以内に自転車ネットワーク路線にアクセスが可能となります。

駅前放置自転車クリーンキャンペーン

取組み内容
●放置自転車の追放指導及び移動・保管

放置自転車対策の推進 自転車等の適正な利用を図り、放置自転車問題を解消するた
め、放置自転車対策を実施します。

ココに注目！
放置自転車は、歩行者や自動車等の通行の妨げとなり、救急活動に支障が出るなど
多くの方に大変迷惑となるほか、街の美観も損ないます。
自転車や原付バイクを止める場合は、自転車駐車場の利用をお願いいたします。

〈担当課〉自転車対策課╱☎043-245-5149

完成イメージ

取組み内容
●面積：約26ha
●主な公共施設：都市計画道路2路線、公園3か所、ＪＲ幕張駅駅前広場
●場所：花見川区幕張町四丁目、五丁目、六丁目、武石町一丁目、二丁目の各一部
●事業期間：平成8年度～32年度

東幕張土地区画整理事業 快適な都市環境を形成するため、道路・公園等の都市基盤を
整備します。

ココに注目！
ＪＲ幕張駅北口駅前広場や駅前線が完成すると、地区内の利便性とともに、幕張新都心などへの
アクセスが向上します。

〈担当課〉東幕張土地区画整理事務所╱☎043-276-0456
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ココに注目！

社会情勢の変化を踏まえ、都市計画の指針となる新たな「都市
計画マスタープラン」を策定します。また、良好な居住環境の
保全等を図るため、地区計画の策定を推進します。

〈担当課〉都市計画課╱☎043-245-5306・まちづくり推進課╱☎043-245-5312

●都市計画マスタープランの策定
●地区計画策定の推進

集約型都市構造への転換など中長期的な都市づくりの方向性や基本方針を明らかにし、計画的な土地利用の推進を
図ります。

取組み内容 関連情報・トピック
地区計画の決定地区数（平成26年度末）51地区

計画的な土地利用の推進

ココに注目！

〈担当課〉住宅政策課╱☎043-245-5809

●地域コミュニティ活性化のための空き家有効活用支援
・空き家実態調査の支援
・空き家活用意向調査の支援
・空き家活用検討の支援及び情報の発進

取組み内容

今後の空き家解消や活用に向けた住民意識の向上を図るとともに、地域団体の育成のための仕組みづくりを模索します。

関連情報・トピック
増加する空き家を「地域の資源」と捉え、住民自らが地域の
空き家の実態調査や地域コミュニティを活性化するための拠
点施設等としての活用可能性を検討するためのサポートや
コーディネートの支援を行う団体に業務を委託します。

空き家対策の推進 多世代共生型の地域社会の構築を目指すため、居住者の高齢
化の著しい団地などの空き家に若年世帯の流入を促進します。

関連情報・トピック
●事業手法等検討調査では、民間事業者活用を含めた事業手法の検討
を行います。
●執務室配置検討調査では、現在の執務環境等の実態調査を行い、新
庁舎の執務室レイアウトの検討や新庁舎の規模の精査を行います。

ココに注目！

〈担当課〉管財課　庁舎整備室╱☎043-245-5044

●事業手法等検討調査
●執務室配置検討調査

取組み内容

3か所に分かれている本庁機能を集約し、維持管理費の縮減と通常業務の効率化を図る
とともに、防災機能を強化します。

新庁舎の整備

現在の庁舎の状況

現在の本庁舎が抱える「防災面」「本庁機能の分散化・狭隘化」
「老朽化」などの課題を解決するため、新庁舎の建設に向け
て事業手法や執務室配置などの検討を行います。

ココに注目！

〈担当課〉住宅整備課╱☎043-245-5852

●桜木町団地建替え（平成25～28年度）
●宮野木町第2団地建替え（平成26～29年度）
●小倉台団地建替え（平成27～30年度）

取組み内容

桜木町団地は平成28年度に入居開始予定です。

市営住宅の整備

桜木町団地完成予想図

住宅セーフティネットの整備を推進するため、老朽化した市
営住宅を建替える等、再整備します。
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ココに注目！

社会情勢の変化を踏まえ、都市計画の指針となる新たな「都市
計画マスタープラン」を策定します。また、良好な居住環境の
保全等を図るため、地区計画の策定を推進します。

〈担当課〉都市計画課╱☎043-245-5306・まちづくり推進課╱☎043-245-5312

●都市計画マスタープランの策定
●地区計画策定の推進

集約型都市構造への転換など中長期的な都市づくりの方向性や基本方針を明らかにし、計画的な土地利用の推進を
図ります。

取組み内容 関連情報・トピック
地区計画の決定地区数（平成26年度末）51地区

計画的な土地利用の推進

ココに注目！

〈担当課〉住宅政策課╱☎043-245-5809

●地域コミュニティ活性化のための空き家有効活用支援
・空き家実態調査の支援
・空き家活用意向調査の支援
・空き家活用検討の支援及び情報の発進

取組み内容

今後の空き家解消や活用に向けた住民意識の向上を図るとともに、地域団体の育成のための仕組みづくりを模索します。

関連情報・トピック
増加する空き家を「地域の資源」と捉え、住民自らが地域の
空き家の実態調査や地域コミュニティを活性化するための拠
点施設等としての活用可能性を検討するためのサポートや
コーディネートの支援を行う団体に業務を委託します。

空き家対策の推進 多世代共生型の地域社会の構築を目指すため、居住者の高齢
化の著しい団地などの空き家に若年世帯の流入を促進します。

関連情報・トピック
●事業手法等検討調査では、民間事業者活用を含めた事業手法の検討
を行います。

●執務室配置検討調査では、現在の執務環境等の実態調査を行い、新
庁舎の執務室レイアウトの検討や新庁舎の規模の精査を行います。

ココに注目！

〈担当課〉管財課　庁舎整備室╱☎043-245-5044

●事業手法等検討調査
●執務室配置検討調査

取組み内容

3か所に分かれている本庁機能を集約し、維持管理費の縮減と通常業務の効率化を図る
とともに、防災機能を強化します。

新庁舎の整備

現在の庁舎の状況

現在の本庁舎が抱える「防災面」「本庁機能の分散化・狭隘化」
「老朽化」などの課題を解決するため、新庁舎の建設に向け
て事業手法や執務室配置などの検討を行います。

ココに注目！

〈担当課〉住宅整備課╱☎043-245-5852

●桜木町団地建替え（平成25～28年度）
●宮野木町第2団地建替え（平成26～29年度）
●小倉台団地建替え（平成27～30年度）

取組み内容

桜木町団地は平成28年度に入居開始予定です。

市営住宅の整備

桜木町団地完成予想図

住宅セーフティネットの整備を推進するため、老朽化した市
営住宅を建替える等、再整備します。
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ココに注目！
バス停留所において、バスの到着時間や接近情報を提供し、将来は携帯電話や
パソコンからもそれらが確認できるようになります。

バスロケーションシステムの
導入

バスの利便性の向上を図るため、バス事業者が整備するバス
ロケーションシステム（バス停等で運行状況を利用者に知ら
せるシステム）の導入を促進します。

取組み内容

〈担当課〉交通政策課╱☎043-245-5351

●バスロケーションシステム導入補助
関連情報・トピック

バスロケーションシステムは、京成バス㈱が
導入を進めていますが、順次、市内のバス事
業者への導入を促進します。

地下立体部の整備状況
ココに注目！
周辺道路の交通混雑の緩和や第三次救急医療施設（千葉県救急医療センター）までの所要時間が短縮され、救命率の
向上が期待できます。

国道３５７号
湾岸千葉地区改良

国道14号、357号の交通混雑と沿道環境の改善を図るため、
渋滞の著しい登戸交差点、市役所前交差点を立体化するほか、
連続する交差点を改良します。

取組み内容

〈担当課〉道路計画課╱☎043-245-5290

●区　　　間　　美浜区真砂２丁目～中央区問屋町（約5.6㎞）
●立　体　部　　本線４車線、側道２車線、両側歩道
●交差点改良　　4カ所（千葉西警察入口、稲毛浅間神社前、
　　　　　　　　運輸支局入口、登戸４丁目）：右左折車線設置、
　　　　　　　　直進車線増設

関連情報・トピック
平成27年度の完成を目指し
ています。

武石ICから八千代市方面の供用区間

ココに注目！
京葉道路武石インターチェンジから八千代市方面への慢性的な交通渋滞の緩和と
交通の安全性の向上を図ります。

千葉鎌ヶ谷松戸線の整備
幕張新都心から、八千代市、船橋市、鎌ヶ谷市及び松戸市を
結ぶ主要地方道千葉鎌ヶ谷松戸線の、京葉道路武石インター
チェンジから八千代市方面への千葉市管理区間で、道路の拡
幅整備を推進します。

取組み内容

〈担当課〉街路建設課╱☎043-245-5343

●区　　間　　花見川区武石町１丁目～長作町（約0.9㎞）
●拡幅整備　　4車線、両側歩道

関連情報・トピック
平成28年度の完成を目指し
ています。

ココに注目！

実現すると、京葉線沿線から東京臨海部や渋谷・新宿方面へ、新木場駅での乗換えなしで行けるようになります。

京葉線とりんかい線の
直通運転の促進

ＪＲ京葉線の広域的な利便性の向上を目指し、ＪＲ京葉線と
東京臨海高速鉄道りんかい線との相互直通運転の促進を図り
ます。

取組み内容

〈担当課〉交通政策課╱☎043-245-5351

●相互直通運転に関する分析調査
関連情報・トピック

相互直通運転の促進を図るため、本市が事務局となり、京葉線沿線自治体等で組織す
る「ＪＲ京葉線・東京臨海高速鉄道りんかい線の相互直通運転に関する協議会」を平
成26年5月に設置しました。
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ココに注目！

市民サービスの向上と行政運営の効率化を推進するため、平成
29年1月を目途に区役所業務に係る総合窓口及び事務セン
ターを設置します。

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5132

●総合窓口・事務センター開設等準備

区役所における窓口手続きの改善や行政コストの縮減を図るため、区役所にワンストップ窓口を設置するとともに、来庁
せずとも手続が完了する区役所を目指し、マイナンバー（社会保障・税番号）制度の活用を視野に検討を推進します。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年1月にワンストップ窓口を開設

区役所窓口改革の推進

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課╱☎043-245-5134

●実施期間
　平成27年10月～平成28年3月（予定）
●内容
　①　期間中の個人番号カード交付申請者全員に、市内施設利用料金の割引券をプレゼント
　②　期間中の交付申請者の中から抽選で景品をプレゼント

取組み内容

個人番号カードは、身分証明書として使用できるほか、コンビニ交付やインターネットを通じた確定申告（e-tax）
などに利用できます。

関連情報・トピック
マイナンバー制度の開始により、平成27年10月に市民一人ひとりにマイナンバー（個人
番号）が割り当てられ、通知カードが郵送されますが、あわせて個人番号カードの交付申請
書も同封される予定ですので、郵送による交付申請が行えます。また、インターネットを通
じたオンライン申請などの申請方法も国において検討中です。なお、個人番号カードの交付
は平成28年1月から開始されます。

個人番号カードの普及促進 マイナンバー制度の開始により取得できる「個人番号カード」
の普及を促進するため、キャンペーンを実施します。

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課╱☎043-245-5134

●対象証明書
　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、課税証明書
●利用時間
　年末年始を除く6:30～ 23:00（自動交付機は区役所開庁時間）
※戸籍証明書は開庁日の9:00～17:00
●利用できるコンビニエンスストア
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなど全国４万店舗以上
●自動交付機設置場所
　各区役所（6か所）、市民センターの一部（5か所）
※コンビニ交付及び自動交付機の利用には個人番号カードが必要となります。

取組み内容

マイナンバー制度の開始により取得できる「個人番号カード」を利用して、
全国のコンビニエンスストアなどで、夜間・休日も住民票の写しや印鑑登
録証明書などを取得できるようになります。

関連情報・トピック
●整備スケジュール
　平成27年度　システム整備
　平成28年度　サービス開始

証明書のコンビニ交付及び
自動交付機の整備

市民の利便性向上と窓口の混雑緩和を図るため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを開始するとともに、区役所などに自動
交付機を設置します。
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ココに注目！

市民サービスの向上と行政運営の効率化を推進するため、平成
29年1月を目途に区役所業務に係る総合窓口及び事務セン
ターを設置します。

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5132

●総合窓口・事務センター開設等準備

区役所における窓口手続きの改善や行政コストの縮減を図るため、区役所にワンストップ窓口を設置するとともに、来庁
せずとも手続が完了する区役所を目指し、マイナンバー（社会保障・税番号）制度の活用を視野に検討を推進します。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年1月にワンストップ窓口を開設

区役所窓口改革の推進

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課╱☎043-245-5134

●実施期間
　平成27年10月～平成28年3月（予定）
●内容
　①　期間中の個人番号カード交付申請者全員に、市内施設利用料金の割引券をプレゼント
　②　期間中の交付申請者の中から抽選で景品をプレゼント

取組み内容

個人番号カードは、身分証明書として使用できるほか、コンビニ交付やインターネットを通じた確定申告（e-tax）
などに利用できます。

関連情報・トピック
マイナンバー制度の開始により、平成27年10月に市民一人ひとりにマイナンバー（個人
番号）が割り当てられ、通知カードが郵送されますが、あわせて個人番号カードの交付申請
書も同封される予定ですので、郵送による交付申請が行えます。また、インターネットを通
じたオンライン申請などの申請方法も国において検討中です。なお、個人番号カードの交付
は平成28年1月から開始されます。

個人番号カードの普及促進 マイナンバー制度の開始により取得できる「個人番号カード」
の普及を促進するため、キャンペーンを実施します。

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課╱☎043-245-5134

●対象証明書
　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、課税証明書
●利用時間
　年末年始を除く6:30～ 23:00（自動交付機は区役所開庁時間）
※戸籍証明書は開庁日の9:00～17:00
●利用できるコンビニエンスストア
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなど全国４万店舗以上
●自動交付機設置場所
　各区役所（6か所）、市民センターの一部（5か所）
※コンビニ交付及び自動交付機の利用には個人番号カードが必要となります。

取組み内容

マイナンバー制度の開始により取得できる「個人番号カード」を利用して、
全国のコンビニエンスストアなどで、夜間・休日も住民票の写しや印鑑登
録証明書などを取得できるようになります。

関連情報・トピック
●整備スケジュール
　平成27年度　システム整備
　平成28年度　サービス開始

証明書のコンビニ交付及び
自動交付機の整備

市民の利便性向上と窓口の混雑緩和を図るため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを開始するとともに、区役所などに自動
交付機を設置します。
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ひとが集い働く、
魅力と活力にあふれるまちへ

まちづくりの方向性 5まちづくりの方向性 5まちづくりの方向性 5
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取組み内容 関連情報・トピック
●モノレール連絡通路：
　エスカレーター2基（上下）、
　エレベーター1基
●弁天方面への階段
　エレベーター1基

＜整備スケジュール＞
平成28年夏頃：新駅舎開業（連絡通路、
弁天方面階段供用開始）
平成29年春頃：エキナカ全面開業
平成30年春頃：駅ビル全面開業

ＪＲ千葉駅建替えの促進ＪＲ千葉駅建替えの促進
ＪＲ東日本が実施している千葉駅駅舎・駅ビルの建替えを促進しま
す。また、駅周辺の利便性と回遊性の向上を図るため、モノレール
千葉駅との連絡通路や弁天方面への接続階段の整備を進めます。

〈担当課〉まちづくり推進課　千葉都心整備室╱☎043-245-5327

モノレール連絡通路（完成イメージ図）

弁天方面への階段（完成イメージ図）

ココに注目！

千葉駅西口地区第二種
市街地再開発事業（Ｂ工区）
千葉駅西口地区第二種
市街地再開発事業（Ｂ工区）

千葉都心の土地の高度利用及び都市機能の更新を図るため、
医療などの機能を駅前に導入するとともに、新たな賑わいを
創出する再開発ビルの整備を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉まちづくり推進課　千葉都心整備室╱☎043-245-5327

●新たな再開発ビルの整備のため、都市計
画・事業計画などを変更

●公共施設の実施設計など

＜整備スケジュール＞
平成27年頃：都市計画、事業計画などの変更
平成28年頃：工事着手

ココに注目！

千葉駅西口に直結した医療や商業、居住などの複合機能を備えた再開発ビルの
実現に向け、動き出します

外観イメージ

千葉駅東口地区第一種
市街地再開発事業の促進
千葉駅東口地区第一種
市街地再開発事業の促進

千葉都心の土地の高度利用や施設の機能更新により、駅前
の賑わいを向上させるため、千葉駅東口駅前広場の隣接地
で計画されている民間の再開発を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

●賑わいを向上させる魅力的な商業・サー
ビス施設を導入した再開発ビルの整備

●駅からの快適な歩行空間の整備

イメージパース
〈担当課〉まちづくり推進課　千葉都心整備室╱☎043-245-5327

ココに注目！

千葉駅東口の景観を一新し、中心市街地への玄関口としてふさわしい
空間づくりを目指します。

＜整備スケジュール＞
平成27年頃：事業着手
平成32年頃：再開発ビル開業

県内最大のターミナル駅が、より魅力的で、便利な、わかりやすい駅に
生まれ変わります。

幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進
幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進

「職・住・学・遊」の複合機能の集積した、国際性豊かな
まちづくりを推進するため、幕張新都心若葉住宅地区の計画
的な土地分譲等を促進します。

取組み内容

〈担当課〉政策企画課　幕張新都心室╱☎043-274-8648

●計画人口　約10,000人　　　●計画戸数　約4,000戸　　　●面積　約31.1ha

ココに注目！

地区全体で統一感を持ったまち並みの形成のほか、魅力的で質の高いまちづくり・まち育てを持続可能とする地区管理
システム（エリアマネジメント）を取り入れることとしており、ひとつのまちとして生涯にわたって住みたいと思える
ような、快適で安心なまちづくりを目指します。

都市アイデンティティの確立都市アイデンティティの確立
住んでみたい・訪れてみたいと感じてもらえる都市を目指し、
本市固有の都市アイデンティティを確立するとともに、本市
の魅力向上につながる効果的なプロモーションを行います。

取組み内容

〈担当課〉政策調整課　都市アイデンティティ推進室╱☎043-245-5058

●本市のルーツや魅力となる地域資源を踏まえた戦略プランの策定　　　●広報、プロモーション

ココに注目！

本市は、都市部と田園部の両面を持ち合わせるとともに、海辺や歴史、文化など、様々な魅力を有しています。今後、
人口減少社会を迎える中、千葉市が「選ばれる都市」となるため、本市のルーツや魅力となる千葉氏や加曽利貝塚、海
辺などの地域資源を踏まえた戦略プランを策定し、内外に効果的にアピールしていきます。

幕張新都心賑わいの向上幕張新都心賑わいの向上
幕張新都心の魅力を高め、交流人口の増加を図るため、「幕
張新都心都市再生整備計画」を策定し、民間活力による賑わ
い向上に取り組みます。

取組み内容

〈担当課〉政策企画課　幕張新都心室╱☎043-274-8648

●幕張新都心都市再生整備計画の策定

ココに注目！

地元企業や団体等の皆さんと協議会をつくり、官民協働で道路空間の有効活用を検討し、賑わい向上に取り組みます。

ＭＩＣＥの推進ＭＩＣＥの推進 都市の魅力向上を図るため、国際会議などの誘致を推進し、
ＭＩＣＥの市内開催を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉集客観光課╱☎043-245-5282

●市内開催ＭＩＣＥの開催支援
●国際会議見本市への出展
●ＭＩＣＥ来場者等への情報発信
●大型コンベンション開催支援
●レッドブル・エアレース千葉2015
　開催に合わせた観光ＰＲ

●国際会議見本市や商談会でのＰＲ活動やＭＩＣＥ開催経費の一部の補助を行う
ほか、来訪者へのおもてなしに取り組み、ＭＩＣＥ開催地としての魅力を高めて
誘致競争力を強化していきます。
●市内で大型コンベンションを開催する主催者に対し、開催に要する経費の一部
を補助します。
●レッドブル・エアレース千葉2015（開
催日：平成27年５月16日、17日
　会場：幕張海浜公園）　開催に合わせ、
本市の魅力や観光情報をＰＲします。

国際会議見本市の様子

ココに注目！

地域経済の活性化や国際観光の振興、都市イメージの向上を目指します。
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幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進
幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進

「職・住・学・遊」の複合機能の集積した、国際性豊かな
まちづくりを推進するため、幕張新都心若葉住宅地区の計画
的な土地分譲等を促進します。

取組み内容

〈担当課〉政策企画課　幕張新都心室╱☎043-274-8648

●計画人口　約10,000人　　　●計画戸数　約4,000戸　　　●面積　約31.1ha

ココに注目！

地区全体で統一感を持ったまち並みの形成のほか、魅力的で質の高いまちづくり・まち育てを持続可能とする地区管理
システム（エリアマネジメント）を取り入れることとしており、ひとつのまちとして生涯にわたって住みたいと思える
ような、快適で安心なまちづくりを目指します。

都市アイデンティティの確立都市アイデンティティの確立
住んでみたい・訪れてみたいと感じてもらえる都市を目指し、
本市固有の都市アイデンティティを確立するとともに、本市
の魅力向上につながる効果的なプロモーションを行います。

取組み内容

〈担当課〉政策調整課　都市アイデンティティ推進室╱☎043-245-5058

●本市のルーツや魅力となる地域資源を踏まえた戦略プランの策定　　　●広報、プロモーション

ココに注目！

本市は、都市部と田園部の両面を持ち合わせるとともに、海辺や歴史、文化など、様々な魅力を有しています。今後、
人口減少社会を迎える中、千葉市が「選ばれる都市」となるため、本市のルーツや魅力となる千葉氏や加曽利貝塚、海
辺などの地域資源を踏まえた戦略プランを策定し、内外に効果的にアピールしていきます。

幕張新都心賑わいの向上幕張新都心賑わいの向上
幕張新都心の魅力を高め、交流人口の増加を図るため、「幕
張新都心都市再生整備計画」を策定し、民間活力による賑わ
い向上に取り組みます。

取組み内容

〈担当課〉政策企画課　幕張新都心室╱☎043-274-8648

●幕張新都心都市再生整備計画の策定

ココに注目！

地元企業や団体等の皆さんと協議会をつくり、官民協働で道路空間の有効活用を検討し、賑わい向上に取り組みます。

ＭＩＣＥの推進ＭＩＣＥの推進 都市の魅力向上を図るため、国際会議などの誘致を推進し、
ＭＩＣＥの市内開催を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉集客観光課╱☎043-245-5282

●市内開催ＭＩＣＥの開催支援
●国際会議見本市への出展
●ＭＩＣＥ来場者等への情報発信
●大型コンベンション開催支援
●レッドブル・エアレース千葉2015
　開催に合わせた観光ＰＲ

●国際会議見本市や商談会でのＰＲ活動やＭＩＣＥ開催経費の一部の補助を行う
ほか、来訪者へのおもてなしに取り組み、ＭＩＣＥ開催地としての魅力を高めて
誘致競争力を強化していきます。

●市内で大型コンベンションを開催する主催者に対し、開催に要する経費の一部
を補助します。

●レッドブル・エアレース千葉2015（開
催日：平成27年５月16日、17日

　会場：幕張海浜公園）　開催に合わせ、
本市の魅力や観光情報をＰＲします。

国際会議見本市の様子

ココに注目！

地域経済の活性化や国際観光の振興、都市イメージの向上を目指します。
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取組み内容
●ＰＲパンフレット、ホームページの
作成（日本語・英語版）

東京オリンピック・パラリンピック
開催に向けた取組み
東京オリンピック・パラリンピック
開催に向けた取組み

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの事前
キャンプ誘致に向けて、本市の施設等を効果的に
アピールしていきます。

〈担当課〉政策調整課╱☎043-245-5058

ココに注目！

事前キャンプの誘致活動や受入を通じて、大会の成功とともに、千葉市の
知名度の向上、一層の発展につなげていきます。

企業立地の促進企業立地の促進
市内産業の集積や雇用の創出など、地域経済を活性化するた
め、企業の立地や追加投資を支援する補助制度や融資制度と
ともに、緑地規制の見直しなど操業環境の向上を目指します。

取組み内容
●補助制度（平成27年度大幅拡充！）
　「所有型」　固定資産税、都市計画税相当額を補助
　「賃借型」　賃借料補助、法人市民税相当額を補助
　「累積投資（マイレージ）型」
　中小企業の段階的・計画的な投資をサポート　(固定資産税、都市計画税相当額を補助)
●補助対象企業への雇用奨励補助（平成27年度大幅拡充！）
●企業立地促進融資制度　中小～中堅企業の設備投資をバックアップ
●工場立地法地域準則条例の改正による緑地率規制緩和　（平成27年度対象地域拡張！）

関連情報・トピック
平成26年度（12月末時点）の補助金の事業計画認定数は27件であり、3年連続で前年度を上回る実績を上げています。

幕張新都心地区

〈担当課〉産業支援課　企業立地室╱☎043-245-5276

ココに注目！

企業ニーズの変化に柔軟に対応し、平成27年度、補助制度を大幅拡充！また、緑地率に関する規制緩和の対象地域を
拡張します。全国トップクラスの支援制度、優れた操業環境、熱い想いで、企業の立地を強力にバックアップします。

取組み内容
個々の事業者の経営課題に対して財団コーディネーターが支援計画を作
成し、この計画に基づき、販路開拓や特許取得など多彩な支援をします。

中小・小規模事業者等の育成支援中小・小規模事業者等の育成支援
中小・小規模事業者等のニーズに柔軟に対応する
ため、（公財）千葉市産業振興財団のコーディネー
ターのノウハウを活かした支援を行います。

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5284

ココに注目！

事業者等の経営課題は多様化しており、支援のニーズも様々ですが、財団コーディネーターが事業者の皆様に寄り添った
最適な支援を行います。

関連情報・トピック
国の「小規模企業振興基本法」（平成26年6月施行）を受け、中小・
小規模事業者の持続的発展を図るための支援を強化します。

市内産品の競争力強化市内産品の競争力強化 千葉市産品（一次産品・加工品など）の付加価値を高め、市
内農業や食品関連産業の競争力強化を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5277

●レストランのシェフや百貨店などのバイ
ヤーと千葉市産品とのマッチングを目的
としたアドバイス会や商談会の実施

26年度に開催された、レストランのシェ
フ等と市内農家・事業者とのアドバイス会
では、積極的な話し合いが行われました。

アドバイス会の様子

ココに注目！

市民の皆様が誇れる産品の掘り起しや、生産者・事業者の販路の拡大を進めます。
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区の自主事業

地域の活性化や地域課題の解決に向けた自主的な取組みを行う団体の
ほか、各区の課題テーマに取り組む団体等を支援します。
■取組み内容
●地域づくり活動支援（地域づくり全般に対する支援）
●区テーマ解決支援（地域課題に対応する活動に対する支援）
●地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）
〈担当課〉各区役所地域振興課　地域づくり支援室
中　央　☎043-221-2105　花見川　☎043-275-6203
稲　毛　☎043-284-6105　若　葉　☎043-233-8122
緑　　　☎043-292-8105　美　浜　☎043-270-3122 ニルス理科実験クラブ（稲毛区） ベイタウン子ども円卓会議（美浜区）

中央区

六区共通

若葉区

花見川区

緑区

稲毛区

美浜区

ラジオ体操で健康づくりとまちづくり

ココに注目！

ラジオ体操講習会

地域活性化支援

区特有の課題や区民ニーズに対応し、
特色あるまちづくりを推進するため、
区の自主性や独自性を活かした事業を実施します。

健康増進と世代間交流を図るため、専門講師による
ラジオ体操講習会を開催します。
■取組み内容
●専門講師によるラジオ体操の実技講習
●ラジオ体操グループの活動発表と情報交換等

■関連情報
いつでも、どこでも、だれでもができるラジオ体操を通して、
健康づくりと世代間交流を図り「日本一　高齢者がいきいき
と暮らせるまち　若葉」をめざします。
目標は１小学校区に１つ以上のラジオ体操グループができ、
誰でもが参加しやすい場所を増やしていきます。
〈担当課〉若葉保健福祉センター　健康課
　　　　  ☎043-233-8714

地域の防災力向上を図るため、訓練用具を貸し出す
など区民が訓練に取り組みやすくなるよう環境を整
備します。
■取組み内容
●訓練の企画提案
●訓練用具の貸出し
●訓練に使用する物品の支給

■関連情報
自主防災組織のみならず、地域住民で構成される団体を幅広
く支援します。
〈担当課〉稲毛区役所 地域振興課
　　　　  ☎043-284-6107

防災訓練の様子

地域における防災訓練環境の整備推進 新たな取組みに対しても、企画段階から地域
とともに準備を進めてまいります。

ココに注目！ 区民の皆様の自主的な取組みを支援します。

ココに
注目！

防災訓練

災害対応合同訓練 東京湾北部地震等の大規模災害発生に備え、
地域防災体制の確立のため、関係機関や地
域防災組織と一体となって取り組みます。

認知症サポーター養成講座

認知症キッズサポーター養成

ココに注目！

地域防犯活動に取り組んでいる団体に対し、防犯講
習会の実施や防犯ステッカーなどの配布を行います。
■取組み内容
●防犯効果がある防犯ステッカーなどを配布
●地域と行政が連携して防犯パトロール隊の実施

■関連情報
●中央区の防犯パトロール隊数　177団体
●平成26年（1～12月）の中央区内の犯罪発生件数
　▲357件（前年同期比）
〈担当課〉中央区役所 地域振興課 くらし安心室
　　　　  ☎043-221-2169 ご近所防犯

ご近所防犯 地域で防犯パトロール隊を結成し「自分たちのまち
は自分たちで守る！」という意識を持って活動して
いる団体に支援を行い、犯罪発生の抑制を図ります。

生活習慣病の一つである糖尿病予防のために、関係機関
や地域と連携のもと多様な取り組みを実施し、区民の健
康保持、増進及び介護予防の促進を図ります。
■取組み内容
●地域健康づくり支援連絡会　　　　●啓発チラシ
●健康づくり支援マップの作成配布　●標語募集等

〈担当課〉花見川保健福祉センター　健康課
　　　　  ☎043-275-6296

花見川糖尿病０プロジェクト 糖尿病は血糖値が高くなる病気で、過食、肥
満、運動不足などが誘因で発症します。自覚
症状はなく、放置すると発症から10～ 15年
で合併症が現れます。適切な生活習慣が身に
つき予防が図られるよう取り組みます。

………………………………………

………………………………………

………………………………………

…………………………………………

……………………………………………

………………………………………

………………………………………

ココに注目！

ココに
注目！

ゼロ

ココに注目！ ラジオ体操による新たな一体感ができる
まちづくりを応援します。

地域社会の一員である子どもたちが認知症を理
解し、高齢者の方々が住み慣れた地域で安心して
暮らし続けることができるように、応援します。認知症への理解と見守り支援のため、区内の中学生及び小学校

５・６年生を対象に、認知症サポーター養成講座を開催します。
■取組み内容
区内の小中学校において、認知症やその対応方法について、
DVD・テキスト・寸劇等を用いた学習会を開催します。さ
らに通報・相談できる窓口を周知します。

■関連情報
　受講した生徒には、認知症サポーターの証であるオレンジリ
ングと困っている高齢者を助けるための区相談窓口・あんしん
ケアセンター・警察等の通報先を明記した「認定証」を交付し
ます。
〈担当課〉美浜保健福祉センター　高齢障害支援課
　　　　  ☎043-270-3505

東京湾北部地震等の大規模災害により、区内に甚大な被害が発生した
ことを想定し、警察署や消防署等の防災関係機関、土木事務所、公園緑
地事務所等の関係機関、民間企業及び避難所運営委員会や自主防災組
織等の地域防災組織と区役所が一体となって防災訓練を実施します。
■訓練項目
●土砂災害による負傷者救出・搬送　●救護所開設・運営
●避難所開設・運営　●帰宅困難者避難誘導　●避難行動要
支援者安否確認・避難誘導

■関連情報
平成25年度は千葉南警察署と締結した災害時における相互協力に関する協
定に基づき合同で防災訓練を実施し、平成26年度は消防署や民間企業にも
参加いただきました。平成27年度は避難所運営委員会や自主防災組織等の
地域防災組織にも参加していただき、より実践的な防災訓練を行います。
〈担当課〉緑区役所 地域振興課 くらし安心室
　　　　  ☎043-292-8117
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プロジェクトを行っています。
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魅力と活力にあふれた千葉市へ。
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